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背景・⽬的�
Background and purpose�

①東⽇本⼤震災を受け、仙台市地域防災計画の⾒直し�
•  個⼈、地域団体の役割の明確化�
•  補助避難所や、地域で運営する避難施設（がんばる避難施設）、屋

外の⼀時避難場所（いっとき避難場所）の設定�
•  ⾃宅避難者への対応 など�

②同じ地区内でも町内会ごとに異なる災害リスク�

【課題】�
共有できていない�

わかりにくい�
多様な役割�

 
 
 
 
 
 

【⽬的】�
災害発⽣時、�

各々が即座に�
⾏動できる�

ようにしたい�
�
 
 
 



防災情報の発信�
Transmission of information about disaster risk reduction�

防災⾏動マップ（⽇本語版）�
[2016年3⽉完成]�

英語版 �
[2017年3⽉完成]�

運営者版 �
[2017年3⽉完成]�

防災マンガの発⾏� ホームページ作成�

宝探しゲームで応⽤�
[2017年3⽉、11⽉]�

防災訓練で活⽤ �
[2018年度中実施予定]�

●Step1 情報整理・共有�

●Step2 多⾔語化・運営者版・応⽤�

●Step3 紙やHPなど複数媒体での発信�

●Step0 �
地域情報冊⼦の作成�
「ウェルカム⽚平」�

2013年3⽉ �
新たに⽚平地区に居住する
住⺠向けに防災、⽣活情報
と「平成⾵⼟記」掲載の情
報をコンパクトにまとめた
冊⼦を作成�
→この中でマップ3種作成�
 ① 防災マップ�
 ② 病医院マップ�
 ③ ⽣活便利マップ�



●完成版（おもて⾯：⾏動フロー）�



●完成版（うら⾯：地図、ハザードマップなどの紹介）�



防災⾏動マップ（⽇本語版）�
Disaster Prevention Map (Japanese)�

＜当初想定からの⼤きな変更点＞�
①防災⾏動マップを２種類作成する�
•  避難⾏動を、簡潔にわかりやすく伝えるための「全⼾配布版」�
•  各町内会などの動きも記載した「運営者版」�
�
②地震と⾵⽔害で⾏動フローを分ける�

　平時の広瀬川⼤橋下流           2015年9⽉の⼤⾬時�
          →⽚平丁⼩（指定避難所）に109名の避難者�

国際センター（現在地）�

⼤橋�



下町段丘�
中町段丘�

国際センター（現在地）�

●⽚平地区の⽴地特性（河岸段丘による地区内の⾼低差＝⾵⽔害リスクの差）�



●ハザードマップ せんだい⽔害・⼟砂災害ハザードマップ【⻘葉区版】（平成28 年3 ⽉仙台市作成）より転載�



＜2015年11⽉ 防災訓練参加者にアンケート実施＞�
   �

⇒アンケートで「わかりにくい」という声、また、そもそも⽂字が�
 細かくなり⾒てもらえない状況�
⇒全⼾配布版と運営者版を分けることとした�

◎フローチャートで表⽰、�
 住⺠・役員と動きを併記�
◎9⽉の⼤⾬を受けて�
 地震時と⾵⽔害時�
 の動きを書き分け�

防災⾏動マップ（⽇本語版）�
Disaster Prevention Map (Japanese)�



地震と⾵⽔害を
分割�

⾵⽔害時には�
いっとき避難場所
には集まらない�

イラストを多⽤�

●完成版（おもて⾯：⾏動フロー）�



過去の災害事例も�
紹介�

●完成版（うら⾯：地図、ハザードマップなどの紹介）�



地区避難施設（かんばる避難施設）�
�

⽚平丁⼩学校（指定避難所）�
�・発災直後から避難できる施設とし⼀般に周知�

・地域団体・避難者・市・⼩学校が協働して運営�
・市が⾷料や物資を備蓄�
・市からの⽀援物資などは直接配送�

・地域で⾃主運営、⾃ら
備蓄などの準備を⾏う�
�
※公的⽀援は、指定避難所
への物資供給が可能となっ
てからは、指定避難所にお
いて⽀援物資を受取り�

⽚平市⺠センター（補助避難所）�
�・指定避難所を補完する施設�
・指定避難所と連携し、地域団体中⼼に運営�
・市が⾷料や物資を備蓄�
・市からの⽀援物資などは指定避難所を介して配送�

＜マップ作成時の⼯夫（東⽇本⼤震災を受けて）＞�

地区内の屋外避難場所�
（いっとき避難場所）�
�

① 避難場所・施設の違いをわかるように�

②あくまでも指定避難所は最終⼿段。家屋流出や倒壊の危�
 険性などがない限りは、できる限り⾃宅で過ごすように。�

防災⾏動マップ（⽇本語版）�
Disaster Prevention Map (Japanese)�

・発災直後の安否確認や
⼀次避難のための場所�



防災情報の発信�
Transmission of information about disaster risk reduction�

防災⾏動マップ（⽇本語版）�
[2016年3⽉完成]�

英語版 �
[2017年3⽉完成]�
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[2017年3⽉、11⽉]�
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・⽇本語版作成の過程で、⽚平地区に �
 住む留学⽣に意⾒伺い�
・仙台国際観光協会の協⼒で英訳�
・留学⽣が学ぶ学校や施設関係機関を�
 通じて外国⼈住⺠に配布�

防災⾏動マップ英語版�
Disaster Prevention Map for Foreign Residents�

・⽇本⼈にとっては常識的な防災の知識も、外国⼈住⺠にはわからないこと�
 が多い。⾷料や防災⽤品の備蓄、「避難所」について説明。�

⽚平地区内に住むマレーシア留学⽣
の元に訪問した際の様⼦�



防災⾏動マップの応�

・宝探しゲーム⽤に、内容を再アレンジし地図を製作�
・ゲームの中で、各種避難所の場所などを確認する為に使⽤�

防災⾏動マップの活⽤・応⽤�
Use of Disaster Prevention Map �
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・A2サイズ 16折り�
・「単位町内会」「⽚平地区内」の動きに分けて記載�

・町内会役員、⺠⽣委員、SBLなど、避難所や地域運営に�
 当たる⽴場の者が災害時に動けるよう情報を集約  �

防災⾏動マップ運営者版�
Disaster Prevention Map for Community Disaster Preparedness Leader�

【おもて⾯】地震時の動き    【うら⾯】⾵⽔害時の動き、共通事項�



▲単位町内会：⼤⾬時の動き�

▲⽚平地区：避難所開設〜運営〜集約までの流れ�

▲指定避難所から在宅要援護者への�
 配⾷ルート�

●運営者版掲載内容（抜粋）�
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宝探しゲームで応⽤�
[2017年3⽉、11⽉]�

防災訓練で活⽤ �
[2018年度中実施予定]�

●Step1 情報整理・共有�

●Step2 多⾔語化・運営者版・応⽤�

●Step3 紙やHPなど複数媒体での発信� 【発信の対象】�
 紙媒体（マンガ）→⾼齢者�
 ホームページ  →若者�



防災マンガ�
Introducing Disaster Prevention with Comics�
�

・掲載テーマの確定や、漫画の製作協⼒者について防災プレ会議で議論。�
・第1号は「宝探しゲーム」をテーマに、美術系⼤学⽣を交え製作�



・仙台市が提供する防災情報、各町内会や学校イベント等の地域情報を �
 集約して発信�
�
【⽬的】 �
① ⽚平地区の住⺠が災害時に素早く必 �
 要な防災情報にアクセスできるよう �
 にする�
② 地域のイベント情報なども集約して�
 掲載し、⽇常⽣活のなかで⾃然と防�
 災の情報を⼊⼿しやすくする�

＜⽚平地区まちづくり会のホームページを作成＞�

→TOPページに仙台市からの災害情報や�
 地区内の災害情報を表⽰�
→これまで作成した地域資料もPDFで掲載�

インターネット広報�
Public relations on the internet�
�



●成果�
・発信ツールの「防災⾏動マップ」作成過程⾃体が、運営者�
 側の内容理解・共有につながった�
・作って終わりではなく、成果物が別の形となり、活⽤され�
 たことが内容普及につながった。�
・防災情報の共有を通じ、多様な主体とのコミュニケーショ�
 ンを図ることができた（留学⽣、復興公営住宅住⺠、⼦どもまち�
  づくり隊など）�
●課題�
・⽇々内容の⾒直しがあるため、内容更新が必要�
 （資⾦やマンパワーが必要。）�
・⼀般住⺠に向けた普及活動�

成果と課題�
The Achievements and Issues �


